
岐阜商工会議所 

令和元年度経営発達支援計画評価委員会 

議事録 

 

日 時 令和２年３月１０日（火） １３時００分～１５時００分 

場 所 岐阜商工会議所 ４階 常議員会室 

議 題  （１）委員長選任について 

     （２）経営発達支援計画について 

     （３）経営発達支援計画の各事業に対する事業評価・提言について 

     （４）経営発達支援計画策定の総評について 

     （５）その他 

 

参加者 ○委員１０名 

    岐阜商工会議所 副会頭        廣田 孝昭 氏 

同    専務理事       森  健二 氏 

   同    常務理事       河尻  満 氏 

岐阜県商工労働部 商工政策課長    桑田 善晴 氏 

（代理出席 団体支援係長    桑山  保 氏） 

岐阜市商工観光部 産業雇用課長    村田 政信 氏 

（代理出席 経営支援係長    安田 征弘 氏） 

    大野経営労務事務所 代表       大野 実雄 氏 

名古屋税理士会 岐阜北支部長     長谷川浩康 氏 

    （管内小規模事業者） 

㈱向伸 代表取締役          舩渡美由紀 氏 

河村尚江デザイン事務所  代表     河村 尚江 氏 

おおきな木 代表           杉山三四郎 氏 

    ○事務局１４名 

岐阜商工会議所 理事兼中小企業相談所長       市村 敦史 

   同    中小企業相談所支援部支援課課長   船田  淳 

   同       〃   支援部相談課課長代理 小島 清隆 

   同       〃   振興部産業振興課課長 鬼頭 貴士 

   同        〃   振興部企画振興課課長 福地 優子 

経営支援員（１２名）※一部上記の者を含む 

  船田 淳、鬼頭貴士、小島清隆、平井佑弥、森島 悠、淺野冴香 

  山田成大、村上慶伍、三浦隆史、林 義晃、松田英俊、小関 哲 

 



内 容 

 

議題（１）委員長選任について 

廣田委員を委員長に選任。 

 

議題（２）経営発達支援計画について 

市村理事より、資料１に基づき経営発達支援計画の概要について、および資料２に基づき評価 

の進め方について説明。 

  

議題（３）経営発達支援計画の各事業に対する事業評価・提言について 

事務局より、資料３に基づき実績報告の概要について事業成果事例を交え説明を行い、各事業 

毎に委員が協議し、達成度に対する ABCD評価および評価結果に基づく提示、今後の展開・改善

点等について意見が出された（詳細は下記評価表のとおり）。 

 

＜評価表＞ 

区分 実施内容 事業の目標 
評

価 

提

示 

今後の展開 

改善点等 

Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

１．地域の経済動

向調査に関する

こと【指針③】 

景況調査の実施／他

機関の調査報告資料

の収集、情報収集／経

営支援員情報交換会

議による総合分析 

・地域経済動向の正確な分

析の実現。 

・管内小規模事業者が地域

の景況感を感じること、ま

た地域動向に合わせた経営

の重要性の認識向上に対す

る啓発。 

A ア 

景況調査結果をＨＰ

に公開しているが、

閲覧数を検証してフ

ィードバック数に反

映させてはどうか。 

２．経営状況の分

析に関すること

【指針①】 

巡回による経営情報

の収集・DB整備／経

営セミナー開催によ

る経営情報の収集・

DB整備／財務分析・

経営分析の実施 

・小規模事業者の経営実態

把握と分析により、経営課

題抽出とその解決に向けた

事業計画策定へとつなぐ。 

・経営支援員と事業者の信

頼関係構築。 

・セミナー開催による事業

者の支援ニーズや経営課題

の掘り起しと、経営情報収

集。 
 

B ア 

受講者数の少ないセ

ミナーについては内

容を見直す必要があ

るとともに、受講者

のセミナーに対する

満足度も重要であ

る。アンケートの集

計結果をもとに今後

事業展開してほし

い。 



３．事業計画策定

支援に関するこ

と【指針②】 

事業計画策定セミナ

ーの開催／事業計画

策定支援（個社支援）

の実施／創業支援の

実施（創業塾・創業相

談） 

・事業計画策定支援。策定

時には１．の調査結果を踏

まえ売上向上、収益向上実

現を目指す。 

・地域産業の新陳代謝や活

力強化のための新規創業支

援。 

A ア 

創業者数のカウント

について、目標設定

「半年以内」とある

が、創業まで時間を

要するのが実情であ

る。支援効果をより

把握するために過年

度のセミナー参加者

等も考慮してはどう

か。 

４．事業計画策定

後の実施支援に

関すること【指針

②】 

事業計画策定支援を

おこなった事業者へ

巡回等で個別フォロ

ーを実施。事業計画策

定支援をおこなった

事業者を対象とした

フォローアップセミ

ナーを実施。創業計画

策定支援をおこなっ

た事業者へのアフタ

ーフォローの実施。                                 

・事業計画の円滑な遂行の

ための密なフォローアッ

プ。 

A ア 特になし 
 

５．需要動向調査

に関すること【指

針③】 

日経テレコンのデー

タ活用／民と官の統

計資料の活用／需要

動向の分析 

・日々変化する消費動向や

需要動向の把握と事業者へ

の情報提供。 
B ア 特になし 

６．新たな需要の

開拓に寄与する

事業に関するこ

と【指針④】 

商店魅力発掘事業（ま

ちゼミ・おしえ店長サ

ン）の実施／商談会・

展示会・各種セミナー

への参加促進による

販路開拓支援の実施

／合同記者発表会等

マスコミ・ケーブルテ

レビへの働きかけに

よる情報発信／ICT

活用による情報発信 

 
 

販路開拓力が脆弱な小規模

事業者に対し、ITを始めと

する情報発信のサポート

や、商談会・展示会といっ

た販路開拓の場を創出、支

援し売上増につなげる。 

C ア 

展示会については必

ずしも商談につなが

らないケースもある

が、異業種交流等を

通じてビジネスパー

トナーとなり得る効

果も期待できる。商

談件数等で判断する

と厳しい数字ではあ

るが、引き続き販路

開拓支援に注力して

ほしい。 
 



Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組 

  Gシャツプロジェク

ト事業 

（岐阜アパレルのブ

ランド振興） 

市の基幹産業”繊維産業”

の振興に向けた新商品開発

支援 
A ア 特になし 

  中心市街地活性化事

業 

市の中心市街地”柳ヶ瀬”

の魅力向上による地域のに

ぎわいの創出。 

A ア 特になし 

Ⅲ．経営発達支援計画の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 

１．他の支援機関

との連携を通じ

た支援ノウハウ

等の情報交換に

関すること 

県内支援機関情報交

換会の実施／近隣支

援機関開催の商談

会・展示会等の相互参

加や共催／他の支援

機関への職員派遣 

行政ほか各支援機関それぞ

れの事業情報を随時掴んで

活用し、事業者支援へのよ

り高い効果を得る。 

特に先進的な取り組みを行

う機関へは、一定期間職員

を派遣しそのノウハウを吸

収し小規模事業者支援力の

向上を図る。 

B ア 特になし 

２．経営指導員等

の資質向上等に

関すること 

業務支援員研修・経営

支援員研修開催／経

営支援員の各種研

修・セミナーへの積極

的参加／所内情報交

換会の実施／支援業

務での OJTの実施 

経営支援員の支援スキルを

上げるとともに平準化し、

一定レベル以上の小規模事

業者支援体制を確立する。 A ア 

引き続き研修等へ積

極的に参加し、支援

員の資質向上に努め

てほしい。 

 

【評価基準】  

A：目標を達成することができた（１００％） 

B：目標を概ね達成することができた（８０％～９９％） 

C：目標を半分程度しか達成することができなかった（３０％～７９％） 

D：目標をほとんど達成することができなかった（３０％未満） 

 

【評価結果に基づく提示】  

ア：事業継続 

イ：事業改善 

ウ：代替事業への必要性 

エ：事業廃止 

 



議題（４）経営発達支援計画の総評について 

まず個社支援事例１３件を提示し、うち４事例について経営支援員４名（森島・山田・三浦・ 

淺野）により発表を行った。事例発表後、委員から発表した支援員に対し、今回の支援事例をも

とに今後の個社支援にどのように活かしていくか質問された。 

支援員からは、日頃の支援で培ったノウハウを様々な業種、業態の事業者に対応できるように

していきたい。また、所内の情報交換会議等を通じて、支援員各々の成功事例を持ち寄り、情報

を共有することによって支援ノウハウをお互いに補完していきたいと回答。さらに、情報発信の

重要性を事業者に認識してもらうことが、支援にあたって必要であるとの意見を述べた。 

総評として、今年度の実績は多くの項目で目標達成と認められるが、上記で指摘した今後の改

善点を踏まえ事業を遂行すること。また、個社支援事例にあったように事業者の様々な経営課題

に対して事業計画策定からフォローアップまできめ細やかに支援されており評価できる。今後も

伴走型支援の指針のもと、支援の充実を図るよう要望された。 

  

議題（５）その他 

 なし 

                                    以 上 


